
川島町における学校跡地・施設の利活用にかかる基本コンセプト 

 教育委員会で策定した「廃校後の跡地・施設の利活用検討に係る報告」を踏まえつつも、特に「地域経済・社会の活性化」

「行財政負担の軽減化」に主眼をおいて、つぎのような基本概念を考えています。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ、防災面の配慮 

「地域経済・社会の活性化」 

「行財政負担の軽減化」 

民間事業者による廃校活用 

人口減少による地域社会の停滞、 

価値観の多様化による行財政負担の増加、

大規模災害への備え など 

今日の課題 

特に目標とする事項 

民間活力による地域活性化の観点から、 

基本として、民間事業者が、跡地・施設を活用する 

行財政負担の軽減化の観点から、 

跡地・施設の維持管理は、町でなく事業者が行う 

 

※ 災害時には、施設全体を避難所として開放するものです。 

※ 応募された廃校活用アイデアから、実現性を考量したうえで、様々な観点から評価して決定します。 

ただし、 

現在、跡地・施設を使用する地域スポーツ・ 

レクリエーション団体の活動に配慮する 

 

そのほか事業者と調整のうえ、 

空きスペース・時間の有効活用も検討する 

「地域コミュニティの弱体化」 

「災害時の避難場所の確保」 

その他留意したい事項 

資料６ 


